
財務金融委員会　配付資料 2006年10月27日　日本共産党　佐々木憲昭 

（＊それぞれの数値は前提の置き方により結果が異なることに留意する必要がある。） 夫婦２人 年額 

単位：円/年 

介護保険料 
国民健康保 

険料 
所得税+個 
人住民税 

計 介護保険料 
国民健康保 

険料 
所得税+個 
人住民税 

計 介護保険料 
国民健康保 

険料 
所得税+個 
人住民税 

計 介護保険料 
国民健康保 

険料 
所得税+個 
人住民税 

計 

2001年度 

（平成13年度） 

（Ａ） 

2007年度 100,800 110,400 118,800 36,000 186,000 200,400 

（平成19年度） 96,000 93,600 114,000 27,600 181,200 195,600 

（Ｂ） （緩和） （緩和） （緩和） （緩和） （緩和） （緩和） 

増加額 
（Ｂ）-（Ａ） 

8,400 43,200 0 51,600 40,800 24,000 27,600 92,400 32,400 34,800 138,000 205,200 44,400 38,400 164,400 247,200 

【介護自己負担】 夫が特別養護老人ホームの多床室に入所したケースの利用者負担、食費、居住費の合計額 単位：円/年 

2001年度 
（平成13年度）（Ａ） 

2007年度 
（平成19年度）（Ｂ） 

増加額 
（Ｂ）-（Ａ） 

【医療自己負担】 夫が70歳以上で療養病床に入院したケースの患者負担、食費、居住費の合計額 単位：円/年 

2001年度 
（平成13年度）（Ａ） 

2007年度 
（平成19年度）（Ｂ） 

増加額 
（Ｂ）-（Ａ） 

（夫300万円、妻79.2万円） （夫320.8万円、妻79.2万円） 

（夫200万円、妻79.2万円）モデル年金世帯 （夫225万円、妻79.2万円） 

487,200 

240,700 

487,900 

世帯収入279.2万円（23.2万円/月） 世帯収入304.2万円（25.3万円/月） 世帯収入379.2万円（31.6万円/月） 世帯収入400万円（33.3万円/月） 

（夫200万円、妻79.2万円）モデル年金世帯 

1,119,600 

388,800 

1,119,600 

388,800 

≪高齢者の税･保険料の変化（機械的試算・全国平均）≫ 

≪高齢者の自己負担の変化（機械的試算・全国平均）≫ 

世帯収入279.2万円（23.2万円/月） 世帯収入304.2万円（25.3万円/月） 世帯収入379.2万円（31.6万円/月） 世帯収入400万円（33.3万円/月） 

105,600 

157,200 

142,800 

235,200 

294,000 294,000 

（夫300万円、妻79.2万円） （夫320.8万円、妻79.2万円） 

730,800 

1,119,600 

642,000 

642,000 

164,400 

年度 

670,800 

年度 

477,600 477,600 730,800 

122,400 169,900 110,400 141,600 433,200 

477,600 

649,200 

171,600 

61,200 0 

964,800 

146,400 3,600 78,000 157,200 228,000 52,800 

670,800 

年度 （夫300万円、妻79.2万円） 

52,800 0 52,800 90,000 

世帯収入279.2万円（23.2万円/月） 

（夫200万円、妻79.2万円）モデル年金世帯 

世帯収入304.2万円（25.3万円/月） 

（夫225万円、妻79.2万円） 

世帯収入400万円（33.3万円/月） 

（夫320.8万円、妻79.2万円） 

964,800 

477,600 

964,800 

0 78,000 

世帯収入379.2万円（31.6万円/月） 

5,500 

（夫225万円、妻79.2万円）



夫婦２人 年額 

【税・保険料と介護自己負担】 夫が特別養護老人ホームの多床室に入所したケースの合計額 単位：円/年 

2001年度 

（平成13年度）（Ａ） 

2007年度 

（平成19年度）（Ｂ） 

増加額 
（Ｂ）-（Ａ） 

【税・保険料と医療自己負担】 夫が70歳以上で療養病床に入院したケースの合計額 単位：円/年 

2001年度 

（平成13年度）（Ａ） 

2007年度 

（平成19年度）（Ｂ） 

増加額 
（Ｂ）-（Ａ） 

資料 厚生労働省がまとめた高齢者の税･保険料の変化（機械的試算・全国平均）及び高齢者の自己負担の変化（機械的試算・全国平均）により佐々木憲昭議員が試算 

＊１ 

＊２ 

＊３ 

＊４ 

＊５ 

＊６ 

介護保険料については、第１号被保険者一人当たり全国平均（加重平均）の保険料基準額等を基に算定したものであり、実際の保険料額は、市町村が定める保険料基準額及び基準額に対する乗率により 
それぞれ異なる。 

平成13年度は平年度ベースの数字。（平成13年度前期の保険料半額免除（特別対策）の要因を除いたもの。） 

国民健康保険料については、全国の平均的な保険料率等で推計したものであり、実際の保険料額は、市町村が定める保険料率等によりそれぞれ異なる。 

国民健康保険料率等は、平成13年度については、平成13年度国保実態調査報告による全国平均値（所得割率6.77％　資産割額11,794円　均等割額23,737円　平等割額19,985円）、平成19年度について 
は、平成16年度国保実態調査報告による全国平均値（所得割率7.10％　資産割額10,173円　均等割額25,421円　平等割額20,591円）を使用。 

971,500 

799,200 1,354,800 1,552,800 1,607,500 

年度 
世帯収入279.2万円（23.2万円/月） 世帯収入304.2万円（25.3万円/月） 世帯収入379.2万円（31.6万円/月） 

（夫200万円、妻79.2万円）モデル年金世帯 （夫225万円、妻79.2万円） 

911,500 

世帯収入400万円（33.3万円/月） 

（夫300万円、妻79.2万円） （夫320.8万円、妻79.2万円） 

≪高齢者の税・保険料と自己負担の増加額≫ 

583,200 620,400 898,800 

年度 
世帯収入279.2万円（23.2万円/月） 世帯収入304.2万円（25.3万円/月） 

223,200 579,600 

世帯収入400万円（33.3万円/月） 

（夫200万円、妻79.2万円）モデル年金世帯 （夫225万円、妻79.2万円） （夫300万円、妻79.2万円） （夫320.8万円、妻79.2万円） 

806,400 1,200,000 1,398,000 1,452,700 

499,200 541,200 

216,000 734,400 594,000 636,000 

583,200 620,400 958,800 

世帯収入379.2万円（31.6万円/月） 

・介護保険料及び個人住民税は世帯収入304.2万円について、税制改正に伴う激変緩和措置を講じている。 

税額の算出においては、一定のモデル式による社会保険料が控除されるものとし、夫・妻ともに65歳以上70歳未満としている。医療費控除の適用は考慮されていない。 

【モデル年金世帯】の厚生年金は、夫が平均的収入（平均的標準報酬432万円）で40年間就業し、妻がその期間全て専業主婦であった世帯の新規裁定の給付水準。 

数値については、十円単位を四捨五入としている。 

・国民健康保険料は世帯収入279.2万円、304.2万円、379.2万円、400万円について、税制改正に伴う激変緩和措置を講じている。 

平成19年度においては、


